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蛇紋岩地帯の植物群落学的研究
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
●

　　　The serpentine area in Miyamori, Iwate Prefecture, is occupied by the Pinus両面-

ｆｌｏｒａand the Ｑｕｅｒｃｕｓ∫ｅｒｒａはcommunity representing the serpentine vegetation 21t IO゛

altitudes in northeastern Japan.　The open pine forest tends to occur on ridges or rocky

slopes and is characterized by spiraea nippc･面;ａand several grasses ａr!ｄherbs which

are generally found in limestone areas.Ｑｕｅｒｃｕｓ　ｓｅｒｒａtａoccursextensively and often

predominates in secondary fo｢ests.　The structu｢e and physiognomy of the ｓｅｑ｣≪ntine

vegetation in this area are similar to those in central and southwestern Japan, though

the floristiccomposition is rather simple in this Pinus densiflora一砂iΓaeani砂面ica community

which is not accompanied by a number of plants belonging tｏ･such genera as Ｃ。rylops£。

？'ourtlｕｏｅａ,RftｏｄｏｄｅｎｄｒｏＲ，-･Enkianthus, and Ａｂｅｌｉａ，’　　　　　　　　　｡●

　　　　　　　　　　　　　　　　　は　じ　め●に

　岩手県でよく知られた蛇紋岩地帯は早池峰山で，植生および植物相についても多くの調査研

究がある．　このほか,･低地にも蛇紋岩の露出地があるが，植生の研究はほとんどなされておら

ず，蛇紋岩地帯をとくにとりあげたものとしては，北村(1953)の宮守村および都南村の植物

相についての報告があるていどである．

　北村の調査でいちおう植生の概要もわかるが，私も昭和46年と47年に宮守村の蛇紋岩地帯の

一部の植生を調査する機会を得たので，ここにその概要をまとめておく．なお，いろい.ろとお

世話になった東北大学の菊池多賀夫氏にあつくお礼を申しあげる．　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査地の植生

　調査地は岩手県上閉伊郡宮守村の岩根橋から達曽部川ぞいに，やや北に人うたところである

　（５万分の１地形図　大迫）．海抜140～300 m のかんらん岩および蛇紋岩化した超塩基性岩

の露出地では，北村の報告にあるようにアカマツとｐナラが多く，ことに尾根筋や露岩の多い

斜面ではアカマツが優占している（第1 , 2図）.

　,アカマツ叫高さ10mをこし，御高直径も30 cm前後のものがあるが，多くは高さ5や･10m,

胸高直径15 cm以下で，生育はよいとはいえない．また，しばしば疎林をなし，コナラやマル

バアオダモを多くま･じえ，低木層にはイワシ干ツケ，エソヤフハギおよびヤマツツジがひろく
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Fig. 1. A view of the serpentine vegetation in Miyamori.

Fig. 2. The serpentine area covered wit!l the Ｐｉｎｕｉｄｍｓｉｆｉｏｒａ

　　　　and the Ｑμercus serrata community in Miyamori.

出現する．草本ではススキ，オオアブラススキ，’コメガヤ，ヒカゲズゲ，ショウジョウスゲな

どのイネ科やスゲ属の植物にまじって，アキカラ々ヅ，イカリソウ，キジムシロ，イブキボウ

フウ，ホタルサイコ，チョウセンカウラマツバ，ｲ,ヌヨをギ，オケラなど，かなり多くの植物

か見られる．　　　　　　　　　　　　　　　　丿－

　アカマツをほとんどともなわないコナラ林では，．カシワ，アズキナシ，ハクウンボクなどを

まじえ，またイワシモツケを欠くことが多いか，林床の草本植物にはめだったちがいが見られ

ない．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　　　察△

　低地の蛇紋岩地帯にアカマツの林か見られ，それもとくiこ疎林をなすこ｀とが多いのは，九州

から関東地方まで共通の事実であるか，東北地方でもその傾向はおなじである．こうしたアカ

マツ林は，マルバアオダモ，サルトリイバラ．ススキなど,犬ひろくどこにも出現するものを除

いて，組成が地域的に異なってくるのはとうぜんであ･る．なかでも，この地方で最もはっきり

しているのは，イワシモツケをともなうことである．蛇紋岩地帯では，シモツケ属の植物か，

植生の主要な組成要素としてしばしば重視され（山中1968, 1973),東北地方および中部地方

の一部の蛇紋岩地帯でのイワシモツケに対応する西白木での種類は，イワガサやイブキシモツ
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ケである．もっと類縁の近いものでは，和歌山県のキイシモツケがある（山中1972).　アカマ

ツーシモツケ類の組合せでは，アカマツーイワシモツケとアカマツーギ不シモツケは，ほとん

どおなじといってよいが，その他の要素を考えに入れると，両者はやはり地理的および組成的

に別のものである．そのちがいのひとつの例としては，中部地方から西で多いトサミズキ，カ

マツカ，ツツジ，．ドウダンツツジおよびツクバネウツギの各属の植物が，ここではヤマツツジ

を除いてなくなり，組成の単純化が明らかであり，ことに低木類でその傾向かつよい．

　この組成を，蛇紋岩地帯からはずれた周辺のアカマツ林のそれと比較すると，明らかにちが

いがあり，イワシモツケ，ツクバネ，ヒロハヘビノポラズ，ヤマガシュウ，アキカラマツ，イ

カリソウ，イブキボウフウ，ホタルサイコ，イヌヨモギ，オケラ,‘;コメガヤなど多くの植物の･

質的または量的な比較で，蛇紋岩地帯の植生が区別できる．ただ，これらの植物は，ほとんど

すべて，この地方の近接地域に見られる石灰岩地帯の乾いた場所の植生と区分する指標とはな

らないのみならず，むしろ両者をまとめる要素となっている．このことは，未熟土壌ないしは

露岩地の植生の生態地理学的な研究において，軽視できない事実である．

　アカマツ林にくらべると，コナラ林はむしろ土壌条件のよいところに見られることが多い

が，ときには二次的な林とみなすべきものもまれでない．このような傾向はこの地域でもうか

がわれ，コナラ林にアカマツの伐採のあとが見られだりするのも，それを示唆している，ま

た，この地方のみならず，ひろく全国的に，蛇紋岩地帯のアカマツ林のなかには，二次的なも

のが含まれているのも事実である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　とIめ

　岩手県宮守村の蛇紋岩地帯には，アカマツまたはコナラの林が見られるが，とくにアカマツ

林に蛇紋岩地帯の植生の特徴がよくあら･われている．これは，相観的には生育がわるく疎林を

なす傾向かあり,I組成かｰらはイワシモツケその他によって特徴づけられるが，乾いた石灰岩地

帯の植生とは共通の要素が多い，このアカマツニイワシモツケ群落は，中部および西日本の蛇

紋岩地帯のアカマツ林にくらべて，組成がかなり単純になることがうかがわれる．

北村四郎

山中二男
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Table 1. Piηus densび7θＭcommunity and ‘QJ!ｅｒｃtｕｓｅｒｒａｌａcommunity
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Quadrat number

Smilax ｃ肛ｕ

SｍＵａｘ ｓiｅbｏidii
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